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（双葉東小学校）学校関係者評価委員会作成  

 

学校関係者評価委員会  

 

実施日： 令和５年２月３日（金） 午後７時３０～９時  

会  場： 双葉東小学校 家庭科室  

参加者：  

 （学校関係者評価委員）  

学校評議員 : 大澤  孝彦  ・ 石川  和子  ・古屋  秀雄  ・ 

水口  征夫  ・ 渡井  真理  ・ 奥山  勝也  

ＰＴＡ代表 : 猪股  大悟 （会長） ・ 柳本  みさ（副会長） ・ 

                            小宮山  敦司 （副会長）→欠席  

（学校側）校長  竹野  貢造  ・ 教頭  堀内  貴司  ・ 主幹教諭  佐藤  栄志  

 

 

Ⅰ  学校側から提案された内容  

・学校経営方針  

・学校評価（教職員，保護者，児童アンケート）に基づく自己評価書  

 

Ⅱ  協議された主な内容  

   各項目における達成状況と改善策 

１．全体評価について    

２．学校教育目標・学校経営について 

３．学校運営について    

４．学習指導について 

５．生徒指導について    

６．地域との連携について 

７．学校の特色について   

８．創甲斐教育について 

９．まとめについて 

 

＜学校関係者評価書＞  
Ⅰ  全体評価  

教職員評価では，いくつかの設問において，否定的回答（Ｃ・Ｄ）が若干名あるものの，

全設問における肯定的回答（Ａ・Ｂ）の平均が９６．４％であり，高い評価である。全教

職員による学校教育目標の具現化に向けた取組がなされていると言える。 

保護者アンケートでは，学校の教育活動に関する設問において，肯定的回答の平均が８

２．２％と高い評価であり，多くの保護者が学校の教育活動に対して信頼を寄せていると

うかがえる。家庭の教育活動に関する設問において，肯定的回答の平均が７０．３である。 

児童アンケートでは，肯定的回答の平均が８９．２％と高い評価であり，児童は生き生

きと学校生活等を送っていると感じられる。 

全体評価として，学校は，児童，保護者，地域に寄り添っていると思う。また，教職員

が学校運営や児童の学習面，生活面についての指導等，積極的に取り組んでいると思う。 

 



Ⅱ  特 徴  

 学校教育目標・学校経営についての肯定的回答の割合は，９９．６％である。学校教育

目標・学校経営について教職員全体の共通理解が図られ，教育活動が行われていると言える。学校

運営についての肯定的回答の割合は，９６．９％である。教職員それぞれが，双葉東小教職

員の一人であると自覚し，協力して学校運営に参画していると言える。学習指導について

の肯定的回答の割合は，９４．６．％である。より良い授業を目指し，教職員一人一人が

日々努力を重ねていると言える。生徒指導についての肯定的回答の割合は，９６．３％で

ある。教職員それぞれの努力，家庭・関係機関との連携，また，情報を共有し，全教職員

共通理解のもと指導にあたることにより，児童は落ち着いた雰囲気の中で生活ができてい

ると言える。地域との連携についての肯定的回答の割合は，９５．８％であり，保護者を

含め，地域と連携しながら教育活動が行われていると言える。学校の特色についての肯定

的回答の割合は９４．５％，創甲斐教育についての肯定的回答の割合は９６．７％である。

教職員全体の共通理解が図られ，教育活動が行われていると言える。  

 

Ⅲ  今後の課題として意識されたいこと  

 

【クロームブック（一人一台端末）の活用とオンライン学習】  

・児童の学力向上に向けて，さらにＩＣＴを有効活用した学習指導を行ってほしい。   

 

【コロナ禍における教育活動・学校行事】  

 ・コロナ禍において，校外学習等の実施や，全体が集まっての活動は，なかなかできな

い状況で大変だったと思うが，今後も工夫して取り組んでほしい。  

   

【みどりの時間（全校集会）・朝読書の取組】  

・みどりの時間が実施できるようになった時には，教職員による「ちょっといい話」や

全校合唱等，これまでの伝統ある取組を推進してほしい。  

 

【今後のマスクの着用】  

・新型コロナウイルス感染症予防に向けて，マスクの着用は，今後，学校ではどのよう

になっていくか。なかなか難しい対応であると思うが，しっかり検討してほしい。  

 

【ヤングケアラー・親の貧困状況】  

 ・本校の実態をしっかり把握し，そのケアについて，今後考えていく必要がある。  

 ・小学校に就学する時に購入する算数セットの教材等，リユースできるような体制を考

えていったらどうか。また，体育着等をリユースする活動を行っているボランティア

団体への協力をしてほしい。  

 

【ホームページ等における情報発信】  

 ・児童の活動の様子，校長だより等の情報発信が，とても良い。今後も，いろいろ  

な情報を発信してほしい。  

 

★児童数，教職員数，空き教室等，本校の様子について，話題に挙がった。  

★駐在所のお巡りさんをはじめ，地域の方の見守りが心強い。  

★教職員アンケートで，否定的回答（Ｃ・Ｄ）があった評価項目を改善できるように，今  

後，取り組んでもらいたい。また，Ｅ回答（わからない），無効回答があったことが気

になる。（評価項目によって，支援員，司書，事務職員は，Ｅ回答である。）  

 

※特記事項    

・特になし 

 

記載責任者（双葉東小学校 学校関係者評価委員） 氏名：猪股 大悟  印  

 


